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Results of the doctoral thesis defense 

博士論文審査結果  

氏 名
N a m e  i n  F u l l

中川 豊  

論文題目
T i t l e

 近世中後期における〈知〉の伝播に関する研究ー歌壇・文事・蔵書ー 

 中川豊氏の博士学位請求論文「近世中後期における〈知〉の伝播に関する研究ー歌壇・

文事・蔵書ー」（以下「本論文」と略記）は、日本近世文学研究の中でもこの四半世紀の間

に急速に研究が進展した和歌と和学を中心とする近世の雅文学の領域を対象に据えて、そ

の達成の深度を、主として歌人と歌壇の研究、文事の追究、そして蔵書研究の三つの視座

のもとに総合的に論じたものである。氏がかつて古典文庫で三冊（『栄葉集』上・下 200 

1〈菊地明範と共編〉、『烏丸光栄関係資料集』2002）を編纂刊行した実績に基づき、近世文

学研究の現況を踏まえて、全体として、十八世紀から十九世紀にかけての多様な〈知〉― 

歌学を軸とする古典学／書物を軸とする学芸―が京都以外の地域・公家以外の階層に伝播

してゆく様相・様態を、時代／人／古典籍に即して丁寧に追跡し、それらを文学史および

文化史に定位している。和歌と和学をめぐる当該領域の重要な枠組み（パラダイム）―「堂

上（とうしょう）から地下（じげ）へ」「地下から地方へ」―を強く意識しながら〈知〉の

種々相を捕捉し、その動態としての意味の解明に挑んだ、文字通りの労作と呼ぶべき内容

である。氏による堂上と地下に相渉る実証的にして総合的な追究は、ややもすると直截的

な和学研究に偏重してきた従来の研究への反省を促すための数多くの有効な視点を提示し

ている。 

全体は三部構成。全十章。冒頭に「凡例」と「序章」を置く。  

まず第一部「烏丸光栄―霊元院歌壇の俊秀―」では、六本の論考を配して、元禄－享保

期（1688-1735）の堂上歌壇を領導した霊元院歌壇の最重要歌人烏丸光栄（1689-1748）に

焦点を絞ってその事績を追究するとともに、家集（『栄葉集』）・紀行文（『うち出のはまの

日記』）などの作品や地下の門流形成の実相を解明し、さらに武家や医師・豪商の和歌修練

のさまを資料に即して丁寧に描出する。霊元院歌壇の要人として光栄と並び称される清水

谷実業（1648-1709）と武者小路実陰（1661-1738）のふたりもまた、それぞれに地下歌人

を多く抱えて多彩な歌歴を有することが早くより報告されているが、光栄の実態は氏によ

って初めて明らかにされたものである。厖大な関連資料を手中に収めてそれらを的確に整

理し、地下との関わりの中で特質を見極める手際はまことに手堅い。堂上の持つ絶対的な

〈ちから〉を拠りどころとして、当の堂上とその堂上に連なる地下の双方が歌道に精進し

ていた様子が具体的に解明されたことの意義は大きく、とりわけ、堂上（烏丸光栄）のも

とで和歌活動を活発化させていた地下二条派歌人たちへの着眼は重要である。その意味で、

松井政豊（1678-1746）を取り上げた第五章「光栄門松井政豊の和歌活動」と松浦寛舟（生

没年未詳）を取り上げた第六章「松浦寛舟の和歌添削」は注目に値する。そもそも、数多

く存在した地下歌人のすべてを考証することは叶わない道理なので、論を構成するに当た

っては誰を俎上に載せるのか（誰を取り上げないのか）、その戦略が重要になってこよう。



松井政豊と松浦寛舟というふたりの歌人の事績が解明され、従来よく知られていた香川宣

阿や有賀長伯ら高名な地下二条派歌人たちとの比較―共通性と差異性―が可能になったこ

とは、上方地下和歌史追究の上でも意味のあることであった。  

 続く第二部「和学者の文事」では、二本の論考を置いて本居宣長（1730-1801）の学的営

為を検証する。対象に据えた資料は二つ。松坂の少彦名神社の復興に関わる「学問所・文

庫建設願書下書」（本居宣長記念館蔵・自筆一巻）と「本居宣長画賛宵の森図」（同館蔵・

自筆一幅、絵は狩野良信）である。いずれの資料も片々たるものに過ぎないが、重要文化

財として指定されている本居宣長記念館所蔵の一連の宣長関係資料であり、これらの考証

と分析によって分厚い宣長研究史に確かな風穴を開けることができたと判断される。宣長

は、若年時に地下二条派歌人である有賀長因（長伯の男）に歌道を学んでおり、第一部に

おける上方地下歌人に関する論述との関係性が想起される。さらにここで思い合わされる

のは、享保（1716-35）前後に台頭してきた賀茂真淵流が、当時三都を分厚く蔽っていた地

下二条派の「一隅を崩しながら徐々に侵蝕していった」（鈴木淳「江戸時代後期の歌と文章」、

新日本古典文学大系『近世歌文集』下「解説」、岩波書店、1997）との先学の指摘である。

丹念にものされた第一部が、宣長の学の基盤に揺曳する上方地下の重みと遠く響き合って

いるのは秀逸であった。  

 そして第三部「地方における知の蓄積」では、二本の論考を配して伊勢国津の二つの旧

家―稲垣家と橋本家―の蔵書を具体的に検討し、〈知〉の展開とその広がりについて論じる。

とりわけ稲垣定穀（1764-1834）の蔵書を含む稲垣家旧蔵資料は、十八世紀に大きく展開す

る科学、特に天文学に関わる文脈で読み解かれるべき資料群であり、旧来の雅事を中心と

した学問領域とは異なる当該領域がどのように形成されていったのかを考える上でも恰好

の素材だと見なしうる。服部中庸の『三大考』（寛政三年〈1791〉成、宣長『古事記伝』の

付録として刊行）のように、天文事象への関心と新たな学問の流入は和学者の学問のあり

方に新たな課題を提示しており、そのような議論がどのような学問的裾野の上に展開して

いったのかなど、この第三部の問題意識に発し、今後解明しなければならない課題も少な

くない。遠く中世に連なり脈々と展開した堂上の古典学は、和学者に取り入れられてどの

ように変容して近世の学問となったのか。そうした学問の展開を底支えした大量の蔵書と

その流通、そして蓄積による社会知の隆盛とはどのようなものであったのか。今後の氏の

研究がより大きな見取り図のもとに展開されることを期待する。そもそも伊勢における蔵

書史研究は、鈴門や伊勢神官のそれに関する実証的な文学研究と往年の三重県史談会によ

る郷土史研究が先行し、近年はさらに石水博物館（津市）に所蔵される川喜田家関係資料

の調査が急速に進展、改めて京都との関係性が注目されるとともに、伊勢の地の蔵書をめ

ぐる豊かな文化史的達成が詳らかにされている。稲垣家と橋本家をめぐる両論考は、そう

した積年にわたる伊勢の書籍文化史研究にも資するものである。  

 以上、所収された個々の論考の精度の高さに比べると、各部の関係性の説明には補強す

べきいくつかの課題が見出されるものの、氏の長年にわたる丹念な事実の掘り起こしに基

づいた本論文は当該領域に関する基礎研究として重要であり、わたくしども審査委員会は、

全会一致で博士（文学）の学位を授与するにふさわしい内容を具備していると判断した。  




